
Ⅰ�　身のまわりにあるものや動植物など、自分が気になったものを下の枠にスケッチしましょう。

（1�）�対象を正面から見て、横から見て、気になる部分だけ拡大して、というように枠内を自由に使い、なるべ

く多くの視点から対象を見るようにしましょう。

（2�）�描画材料は、鉛筆のほかに、ペンやボールペン、色鉛筆など、身近にあるもので気軽に描きましょう。

Ⅱ�　クロッキーは、スケッチよりさらに短時間で描写を行

うものです。対象がじっとしていることが難しい動物や

動くもの、時間をかけずに描きたいときに適しています。

右の枠に１分間で人物のクロッキーを行いましょう。
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